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酸化亜鉛 (ZnO)は3.37 eVのバンドギャップエネルギーと

60 meVの励起子束縛エネルギーをもつことから高効率な紫

外線発光素子材料として期待される．中でもナノ・マイクロ

サイズの微結晶は，薄膜にない特徴を有することから光電子

デバイスのビルディングブロックとして応用する研究が盛ん

に行われている．我々 はこれまでナノ微粒子支援レーザー堆

積法にレーザー干渉パターニング技術を組み合わせることで

周期構造ZnOナノ結晶作製技術を確立してきた[1]．最近では

このパターニング技術を低温プロセスかつ大面積作製が可能

な水熱合成法に組み込むことを試みている．本稿では4光束

レーザー干渉光と水熱合成法を用いた周期構造 ZnO 結晶の

作製と，その発光特性，結晶性の評価について報告する． 

シード層としてPulsed Laser Deposition法を用いてZnO薄膜

を準備した．真空チャンバー内でO2ガス3 Pa，基板温度500

度の条件下にてNd:YAGレーザーの第3高調波を用いてZnO

焼結体をアブレーションすることで a-cut サファイア基板上

にZnO薄膜を40 nm堆積させた．その後，同じくNd:YAG

レーザーの第3高調波を用いた4光束干渉光照射によりZnO

薄膜パターニングを行った．レーザーパターニングされたス

ポットはアブレーションにより削られていた．水熱合成には

硝酸亜鉛六水和物(Zn(NO3)2・6H2O，10 mM)とヘキサメチレ

ンテトラミン((CH2)6N4、10 mM)の混合水溶液50 mlを用いた．

パターニングしたZnO薄膜を90度に加熱した溶液中に3.5

時間静置することでZnO結晶を成長させた．Fig. 1に作製し

たZnO結晶のScanning Electron Microscope (SEM) 像を示す．

レーザーパターニングに対応した周期構造 ZnO マイクロロ

ッドの生成を確認した．さらに，それぞれのマイクロロッド

の面内配向も揃っていることがわかった．Fig. 2に示すX-Ray 

Diffraction (XRD) 測定結果よりZnO(002)と(004)の鋭いピーク

が確認できることから，作製されたマイクロロッドはc軸方

向に垂直成長していることがわかった．またNd:YAGレーザ

ー第3高調波励起によるZnOマイクロロッドの蛍光測定にお

いてバンド端に起因する紫外発光を確認した．以上のことか

ら水熱合成法においても非接触なレーザー干渉パターニング

技術を用いた周期構造ZnOマイクロ結晶の作製に成功した． 

Fig. 1 SEM image of the ZnO microrods. 

[1] D. Nakamura, et al., J. Phys. D: Appl. Phys. 47 (2014). 

Fig. 2 XRD pattern of the ZnO microrods. 
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